
環太平洋パートナーシップ閣僚声明（仮訳） 

2016 年２月４日 

 

我々、オーストラリア、ブルネイ・ダルサラーム、カナダ、

チリ、日本、マレーシア、メキシコ、ニュージーランド、ペ

ルー、シンガポール、米国及びベトナムの閣僚は、本日、環

太平洋パートナーシップに署名したことを発表できることを

嬉しく思う。 

 

５年以上の交渉の後、我々は、アジア太平洋地域にとって歴

史的な成果を示すＴＰＰの全ての合意を公式なものにできる

ことを光栄に思う。 

 

ＴＰＰは、世界で最も速く成長し、最もダイナミックな地域

の一つにおいて貿易及び投資の新しい基準を設定する。我々

署名国は、世界のＧＤＰの約４割、８億人以上の市場及び約

３分の１の世界の貿易を占める。我々の目標は、我々の国民

すべての繁栄を強化し、雇用を創出し、持続可能な経済発展

を促進することである。 

 

協定の署名は、重要な節目であり、ＴＰＰの次の局面の始ま

りを示す。我々の焦点は、現在、各国の国内手続の完了に向

けられている。 

 

我々は、域内に渡る多くの他のエコノミーが表明している関

心を認識する。この関心は、ＴＰＰを通じ、将来のより広範

囲な経済統合のための高い基準を促すプラットフォームを創

設するという我々の共有された目的を確認している。 


